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大賞	 今垣内さつき様 選者の皆様 

審査員長	 茨木和夫先生 

俳句大会風景 

講演会風景 琴演奏とおひなさま 

俳句大会開催に合わせて展示室 2階では後藤夜半展を開催。展示室 1回と大広間に「『かつらぎ』

と森田峠」作品を展示しました。来年は 1月〜3月平松いとゞの俳句を中心に展示する予定です。 


